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１．流域の概要

筑後川は、その源を熊本県阿蘇郡の阿蘇郡瀬の本高原に発し、高峻な山

岳地帯を流下して、日田市においてくじゅう連山から流れ下る玖珠川を合

わせ典型的な山間盆地を形成し、その後、再び峡谷を過ぎ、佐田川、小石

原川、巨瀬川、宝満川等多くの支川を合わせ、肥沃な筑紫平野を貫流し、

さらに、早津江川を分派して、有明海に注いでいる （図１－１参照）。

その流域は、熊本県、大分県、福岡県、佐賀県の４県にまたがり、幹川

流路延長143km、流域面積2,860km に及ぶ九州最大の一級河川である。2

流域の気候は、上流部が山地型、下流部が内陸型の気候区に属し、年平

均降水量は2,050mm程度であり、特に6・7月の梅雨による降雨が多い河川

である。

流域の地形は、荒瀬付近を境として、上流部と下流部とに大きな変化が

見られる。上流部は火山噴出物と溶岩でできた山地で、そこには火山性高

原地形と盆地とがよく発達している。下流部は、沖積作用によってできた

広大な筑紫平野が大部分を占め、その周辺を朝倉・耳納・脊振の連山がと

り囲み、朝倉山塊が平野に移る部分には、かなりの面積をもつ洪積台地と

耳納山脈の山麓には崖錐地帯の発達が見られる。

流域の地質も、荒瀬付近を境として、上流部と下流部とに大きく変化し

ている。上流部は、種々の溶岩、火山砕、岩等が分布し、極めて複雑な構

成をなし、新第三紀以来幾多の火山活動が繰り返され、阿蘇熔岩によって

代表される第四紀の広範な火山活動の跡をとどめている。下流部は、山岳

部の比較的古い地質時代に属する地層と、筑紫平野を構成する最も新しい

地質時代の層から構成され、古い地層は福岡県側に分布する古生代変成岩

類と、佐賀県側に主として分布する中世代の花崗岩類で、新しい地層は流

域緑辺の丘陵を構成する洪積世砂礫層と平野を形成する沖積層である。

筑後川流域は、豊かな自然環境を有しており、筑後川と周囲の山々が調

和して緑豊かな景観美を造り、情緒豊かな河川景観は観光資源としても活

かされている。また、阿蘇くじゅう国立公園、耶馬日田英彦山国定公園、

筑後川県立自然公園などの自然公園にも指定されている。国内最大の干満

差を有する有明海に注ぎ、下流部は特有の汽水環境を形成している。

流域内の人口は約107万人であり、氾濫防御区域内人口は約71万人であ

る （平成2年現在）。
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２．治水事業の経緯

筑後川水系の治水事業は、直轄事業として明治１７年に部分的な改修に

着手し、水制、護岸等を施工した。

その後、明治１９年４月には、明治１８年６月洪水を契機とした初めて

の全体計画が策定され、明治２０年より８箇年の工期で、河口から日田市

隈町までの区間について、デ・レーケ導流堤に代表されるような航路を維

持するための低水工事が行われるとともに、高水工事としては金島、小森

野、天建寺及び坂口の各捷水路等の工事に着手した。

その後、明治２８年には、明治２２年の大洪水を契機に高水防御工事計

画が策定され、明治２９年より８箇年の工期で、久留米市瀬ノ下における

計画高水流量を4,450m /sとして、河口から杷木町までの中下流部について3

捷水路等の工事を実施した。

さらに、大正１２年には、大正１０年の大洪水を契機として検討した結

果、瀬ノ下における計画高水流量を5,000m /sとして久留米市から上流につ3

いては築堤や千年分水路を施工し、下流についてはしゅんせつ等の工事を

実施した。

昭和２４年には、その当時の既往最大の明治２２年洪水について検討し

た結果、志波における基本高水のピーク流量を7,000m /sと定め、このうち3

上流ダム群により1,000m /sを調節し、計画高水流量を6,000m /sとするこ３ 3

ととした。

その後、昭和２８年６月洪水で、死者147名、流出全半壊家屋約12,800

戸、床上浸水約49,200戸、床下浸水約46,300戸に及ぶ被害が発生した。こ

の洪水を契機として昭和３２年に、長谷における基本高水のピーク流量を

8,500m /sと定め、このうち松原ダム及び下筌ダムにより2,500m /sを調節3 3

し、計画高水流量を6,000m /s、瀬ノ下における計画高水流量を6,500m /s3 3

とする計画に変更した。この計画に基づき、大石分水路や、松原ダム及び

下筌ダムを建設した。

昭和４８年には、流域の開発、進展にかんがみ、夜明における基本高水

のピーク流量を10,000m /s、このうち上流ダム群により4,000m /sを調節3 3

し、計画高水流量を6,000m /sと定め、さらに、支川宝満川等の合流量を合3

わせ、瀬ノ下における計画高水流量を9,000m /sとする計画を策定した。こ3

の計画に基づき、原鶴分水路の開削、東櫛原地区の引堤等を実施した。ま

、 、 、た 河積の増大及びかんがい用水等の取水のために 上鶴床固めを撤去し

筑後大堰を建設した。一方、昭和６０年には台風１３号により下流部で大

規模な高潮被害が発生し、向島地区の花宗水門等の高潮対策を促進した。
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平成２年７月には、梅雨前線に伴う集中豪雨によって内水等による浸水被

害が発生し､陣屋川水門の改築等、改修を促進した。また、平成３年９月

の台風１７号及び１９号により上流部で約1,500万本と言われる大規模な

風倒木が発生したことを契機に支川花月川に架かる坂本橋等の改築の促進

を図るとともに、流木の監視体制の強化に努めている。

さらに平成７年には、瀬ノ下下流の支川合流量及び荒瀬下流の内水排水

量を本川の計画高水流量に見込むこととし、荒瀬における基本高水のピ－

ク流量を10,000m /s、計画高水流量を6,000m /s、瀬ノ下における計画高水3 3

流量を9,000m /s、河口における計画高水流量を10,300m /sとする計画を策3 3

定した。

現在、この計画に基づいて治水事業が行われている。
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３．既往洪水の概要

筑後川の洪水は、6月～7月にかけての梅雨によるものが多く、大規模な

洪水はほとんど梅雨期に発生している。このため、降雨は短時間に終わる

ものは少なく、3～6日間位にわたるのが普通であり、一週間以上降り続く

こともある。このような長雨で流域が飽和状態にあるところに、短時間の

豪雨があると大洪水となることが多い。

昭和28年6月には、古今未曾有と称される程の大洪水が発生し、流域内

の被災者数は実に54万余人と言われ、死者147人に達する悲惨な大災害であ

った。

戦後の著名洪水における降雨、出水及び被害の状況を表３－１に示す。

表３－１（１） 主 要 な 既 往 洪 水 一 覧 表

水 文 状 況 

洪水年 出 水 概 要 48 時間雨量

（mm） 

最高水位 

（m） 

流 量 

（m3/s） 

被 害 状 況 

S28 年 

6 月 26 日 

（梅雨前線） 

25 日午後～26 日午前中まで豪雨に

見舞われた｡未曾有のこの豪雨によっ

て沿川各所で堤防の欠壊が相次ぎ、

流域一帯で懐疑的な被害を受けた｡ 

 

荒瀬 約 520

瀬ノ下 約 470

荒瀬 不明

瀬ノ下 9.02

荒瀬 ※9,100 

瀬ノ下 不明 

死者 147 名

家屋損壊 12,801 戸

床上浸水 49,201 戸

床下浸水 46,323 戸

浸水面積 不明

S54 年 

6 月 29 日 

（梅雨前線） 

強い雨が降り続き、各観測所とも警戒

水位を突破し、特に瀬の下では警戒

水位を 1.44m もオーバーした｡ 

 

荒瀬 約380

瀬ノ下 約330

荒瀬 6.97

瀬ノ下 6.40

荒瀬 約4,600 

瀬ノ下 約5,100 

家屋損壊 12 戸

床上浸水 71 戸

床下浸水 1,355 戸

浸水面積 14,805 ha

S55 年 

8 月 31 日 

（秋雨前線） 

28 日夕方から豪雨となった｡29 日も前

線はさらに活動を強めて九州北部に

停滞し、30日昼過ぎまで集中豪雨をも

たらした｡ 

このため、瀬の下では、30 日早朝に

警戒水位を越えて昼過ぎに 5.46m の

最高水位を記録した｡ 

 

荒瀬 約310

瀬ノ下 約310

荒瀬 5.49

瀬ノ下 5.46

荒瀬 約2,500 

瀬ノ下 約4,000 

家屋損壊 2 戸

床上浸水 713 戸

床下浸水 7,395 戸

浸水面積 4,228 ha

※は流量再現計算値である。 
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表３－１（２） 主 要 な 既 往 洪 水 一 覧 表

水 文 状 況 

洪水年 出 水 概 要 48 時間雨量

（mm） 

最高水位 

（m） 

流 量 

（m3/s） 

被 害 状 況 

S57 年 

7 月 24 日 

（梅雨前線） 

24 日早朝から本格的な雨が降り出

し、特に上流域では、河川水位は急激

に上昇し、ほとんどの観測所で警戒水

位を突破した｡ 

 

荒瀬 約270

瀬ノ下 約240

荒瀬 6.64

瀬ノ下 6.08

荒瀬 約4,200 

瀬ノ下 約5,300 

家屋損壊 25 戸

床上浸水 244 戸

床下浸水 3,668 戸

浸水面積 2,418 ha

S60 年 

6 月 27 日 

（梅雨前線） 

26 日～27 日にかけて集中豪雨に見

舞われ、21 日～29 日に至る 9 日間の

総 雨 量 は 大 野 で 831mm 、 妹 川 で

827mm を記録した｡ 

このため、瀬ノ下では、28 日 9 時に最

高水位 5.10m を記録した｡ 

 

荒瀬 約340

瀬ノ下 約320

荒瀬 5.91

瀬ノ下 5.11

荒瀬 約3,000 

瀬ノ下 約4,200 

家屋損壊 3 戸

床上浸水 61 戸

床下浸水 1,735 戸

浸水面積 2,824 ha

H 2 年 

7 月 2 日 

（梅雨前線） 

2 日早朝から本格的な降りとなり、荒

瀬では 7 月 2 日 9 時に警戒水位を越

え、12 時 10 分にはピーク水位 6.39m

を記録した｡ 

 

荒瀬 約310

瀬ノ下 約270

荒瀬 6.39

瀬ノ下 5.54

荒瀬 約3,800 

瀬ノ下 約4,200 

家屋損壊 60 戸

床上浸水 937 戸

床下浸水 12,375 戸

浸水面積 5,026 ha

H 3 年 

9 月 27 日 

（台風） 

台風 17 号・19 号による記録的な烈風

により上流山地部で大量の風倒木が

発生｡ 

 

－ － － 風倒木被害 1,500 万本

山林被害 19,000ha

H 5 年 

9 月 3 日 

（台風） 

台風 13 号の影響で 9 月 3 日から降り

出した雨は次第に強まり、午後には大

雨となった｡このため瀬ノ下では、4 日

4 時に最高水位 4.56m を記録した。 

 

荒瀬 約190

瀬ノ下 約150

荒瀬 6.65

瀬ノ下 4.56

荒瀬 約4,200 

瀬ノ下 約4,300 

家屋損壊 15 戸

床上浸水 156 戸

床下浸水 135 戸

浸水面積 8,080 ha

（出典）出水記録、水理年表、流量関係資料集 
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４．基本高水の検討

平成7年に改定した工事実施基本計画（以下「既定計画」という）では、

以下に示すとおり、基準地点荒瀬において基本高水のピーク流量を10,000

m /sとするものである。3

① 計画の規模は、昭和28年6月、昭和54年6月、昭和60年6月などの大

洪水の発生、及び流域の重要性等を総合的に勘案して、1/150と設定

した。

② 計画降雨継続時間は、実績降雨の継続時間等を考慮して48時間雨量

を採用した。各年最大48時間雨量を確率処理し、1/150確率規模の計

画降雨量を521mm/48時間と決定した。

③ 近年の主要6洪水により、貯留関数法による流出計算モデルを同定

した。

④ 基準地点の基本高水ピーク流量は、著名洪水である昭和28年6月等

の主要5降雨を計画降雨量まで引伸ばし、貯留関数法により流出計算

を行い、最大値となる10,000m /sに決定した。3

その後の水理、水文データの蓄積等を踏まえ、既定計画の基本高水のピ

ーク流量について以下の観点から検証を行った。

① 流量確率評価による検証

相当年数の流量データが蓄積されたこと等から、流量データを確率

統計処理することにより、基本高水のピーク流量を検証。

② 既往洪水による検証

時間雨量等の記録が存在する実績洪水や過去の著名な洪水を、各種

条件の下に再現が可能となったことから、基本高水のピーク流量を

検証。

１）流量確率評価による検証

蓄積された洪水時の実測の水位・流量データは、氾濫やダムによる調

節等の影響が含まれていることから、実績の降雨にて再現計算を行って

算出した計算ピーク流量も用いて検証した。

統計期間は、時間雨量資料が残る昭和28年から平成13年までの49年間

とした。
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確率規模は、氾濫原の重要度や人口・資産の分布状況等を総合的に勘

案し、既定計画の計画の規模と同様の1/150とした。

現在、一般的に用いられている確率分布モデルのうち、比較的適合度

が高い確率分布モデルを用いて確率統計処理した結果、1/150確率流量

は荒瀬地点で8,300～10,400m /sとなる。3

表４－１ 1/150 確 率 流 量 （ 荒 瀬 地 点 ）

２）既往洪水による検証

筑後川では、過去の洪水において前線性の降雨によって流域全体が湿

潤となった場合もあったことを考慮し、既往最大の昭和28年6月洪水に

、 、ついて 流域が湿潤状態となっていることを想定して計算を行った結果

荒瀬地点では10,600m /sとなる。3

、 、 、以上のとおり 流量確率評価による検証 既往洪水による検証結果から

既定計画の基本高水のピーク流量10,000m /sは妥当であると判断される。3

確  率  分  布  モ  デ  ル 確 率 流 量 (m3/s) 

一 般 化 極 値 分 布 9,600 

グ ン ベ ル 分 布 8,300 

指 数 分 布 9,700 

平 方 根 指 数 型 最 大 値 分 布 10,400 

対 数 ピ ア ソ ン Ⅲ 型 分 布 8,700 

対 数 正 規 分 布 （ 岩 井 法 ） 9,300 

対 数 正 規 分 布 （ ク ォ ン タ イ ル 法 ） 9,200 

２ 母 数 対 数 正 規 分 布 （ Ｌ 積 率 法 ） 9,700 

２ 母 数 対 数 正 規 分 布 （ 積 率 法 ） 9,700 
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なお、基準地点荒瀬における基本高水のピーク流量の決定にあたり、用

いたハイドログラフは、以下のとおりである。

基本高水ハイドログラフ(昭和28年6月型)
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５．高水処理計画

筑後川の既定計画の基本高水のピーク流量は、基準地点荒瀬において

10,000m /sである。3

筑後川の河川改修は既定計画の6,000m /sを目標に実施され、人家が密集3

する久留米市街地をはじめ、荒瀬下流域の堤防高は概ね確保されており、

既に橋梁、樋管等多くの構造物も完成している。さらに、日田市街部や久

留米市街地付近では河川沿川での高度な土地利用が行われている。

このため堤防の嵩上げや引堤による社会的影響等や、大幅な河道掘削に

よる河川環境への影響を考慮すると、以下の①～③のとおり基本高水のピ

3 3ーク流量10,000m /sに対して、現在の河道により処理可能な流量は6,000m

/sである。このため4,000m /sの高水処理計画については、既定計画と同様3

に、流域内の洪水調節施設にて対応することとする。

なお、4,000m /sに見合った洪水調節施設の配置の可能性を概略検討し、3

可能性があるとの結果が得られたが、具体的には、技術的、社会的、経済

的見地から検討した上で決定する。

① 堤防嵩上げ案

昭和28年6月洪水の大規模災害を考慮すると、堤防嵩上げにより、中

心市街地に与える災害ポテンシャルの増大を招くことになり、洪水の

エネルギーがきわめて大きい筑後川では望ましくない。

また、既定計画に基づき、周辺道路との取付けを配慮した橋梁が完

成していることから、橋梁の架替とともに沿川道路の嵩上げ及びそれ

に伴う家屋移転などが生じることから、社会的影響が大きい。

② 引堤案

、 、久留米市をはじめとして沿川市町は 昭和28年6月の大洪水を契機に

、 、土地区画整理事業とも調整し 必要な川幅として現在の川幅を決定し

河道整備を行ってきた。その後、沿川背後地は地域計画に基づいて市

街地が形成され、現在は、高度な土地利用が行われている。

このような状況の中で、再度の引堤は、沿川市町の地域計画の見直

しやJR鹿児島本線橋梁を含む数十橋梁の架替や約2,000件に及ぶ補償物

件が生じるなど、社会的影響が大きい。
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③ 河道掘削案

筑後大堰下流は、有明海流入河川の特徴である復元力の極めて強い

ガタ土の堆積区間であり、掘削しても短年で元の形状に戻り、河積の

安定的な確保は困難である。また、河床掘削により河床が単調になる

など、水環境の改変に伴う種々の生物の生態系への悪影響や親水性が

大きく損なわれることが懸念される。

また、久留米市街部の高水敷では、その広大なオープンスペースを

利用して、年間を通じてさまざまなイベントが行われているため、河

道掘削を行った場合、これらの河川利用機能はほとんどが喪失される

こととなる。

さらに、歴史的構造物である山田堰の改築や橋梁の架替など、社会

的影響が大きい。
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６．計画高水流量

計画高水流量は、荒瀬において6,000m /sとし、宝満川等の支川の流量を3

合わせて瀬ノ下において9,000m /sとする。3

さらに、佐賀江川等の支川の流量を合わせて若津において10,300m /sと3

し、早津江川に3,100m /sを分派し、河口まで7,200m /sとする。3 3

（単位：m /s）3

図６－１ 筑 後 川 計 画 高 水 流 量 図
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７．河道計画

河道計画は、以下の理由により現況河道を重視し、既定の縦断計画のと

おりとする。また、流下能力が不足する区間については、河川環境等に配

（ ） 。慮しながら必要な河積 洪水を安全に流下させるための断面 を確保する

・堤防、低水路とも河口部から直轄管理区間全川にわたって概成してい

ること。

・計画高水位を上げることは、災害ポテンシャルを増大させることにな

るため、沿川の市街地の張り付き状況を考慮すると避けるべきである

こと。

・既定計画の計画高水位に合わせて鹿児島本線鉄道橋（JR 、道路橋、）

水門、樋門等の多くの構造物が完成していること。

・昭和54年6月、昭和55年8月、平成2年7月洪水等において筑後川下流部

を中心に床上浸水等の内水被害が発生しており、計画高水位を上げる

ことは内水被害を助長することとなり、好ましくないこと。

計画縦断図を図７－１に示すとともに、主要地点における計画高水位及

び概ねの川幅を表７－１に示す。

表７－１ 主要地点における計画高水位及び概ねの川幅一覧表

河川名 地点名 
河口又は合流点 

からの距離（km） 

計画高水位 

（T.P.m） 

川  幅 

（m） 

筑 後 川 隈 75.200 84.99 190 

 荒 瀬 62.050 48.07 120 

 瀬 ノ 下 25.520 10.60 390 

 若 津 6.850 ※ 5.08 470 

注）T.P.：東京湾中等潮位 

※：計画高潮位 
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８．河川管理施設等の整備の現状

筑後川における河川管理施設等の整備の現状は以下のとおりである。

（１）堤防

堤防の整備の現状（平成14年現在）は下表のとおりである。

（２）洪水調節施設

完 成 施 設：下筌ダム（治水容量：51,300千m ）3

：松原ダム（治水容量：45,800千m ）3

事 業 中 施 設：大山ダム（治水容量： 7,000千m ）3

3 3残りの必要容量：概ね30,000千m ～65,000千m

このほか、支川の洪水調節のための施設が以下のように設置されて

いる。

寺内ダム（治水容量：７，０００千m ）3

山神ダム（治水容量：１，６７０千m ）3

（３）排水機場等

河川管理施設 ： 344.0m /s3

許可工作物 ： 92.8m /s3

※直轄管理区間の施設のみである。

 延   長（km） 

完 成 堤 防 103.6 （36.2%） 

暫 定 堤 防 163.0 （57.0%） 

未 施 工 区 間 19.6 （ 6.8%） 

堤防不 必要区間 72.6  

計 358.8  

※延長は、直轄管理区間（ダム管理区間を除く）の左右岸の計である。 
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